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先に第1報 に樺太産、朝鮮産パルプ材の分析、

第2報 に内地 、北朝鮮、北海道各地方産落葉松の

分析、第3報 に滿州産魚鱗松、臭松の分析結果 を

夫夫報告 したので本報は第5報 として報告する。

試料材10種 の學名名稱は不明である、伊藤が

No.1. No.2 No.3を 分析 し巫がNo.4以 下7種

を分析 した。

實 驗 方 法

1. 試 料

木材を旋盤機にかけて細 くけづ り篩にかけて一

定の大さの部分 を集め數 日間風乾後密栓瓶中に貯

藏 した。

2. 水 分

上記試料約30～40瓦 を正確に秤量瓶中に取 り

之を105℃ 恒温乾燥器中に重量一定になる迄放

置して減量を以て水分 となし之 を風乾試料に對す

る百分率で表した。

3. 灰 分

風乾試料約5瓦 を正確に秤量 し之を磁製坩堝で

灰化せしめた。

4. 樹 脂 分

試料約5瓦 をソックスレー抽出器に入れアルコ

ール ・ベンゾール等量混合液を溶劑として8時 間

抽出を繰返へし16時 間で完全に抽出が行はれる

と思はれる受器に得 られた樹脂溶液 より溶劑を追

出し乾燥秤量して樹脂分 として計算 した。

5. リグニン

Konig氏 等の直接定量法 によ り脱脂乾燥試料

1～2瓦 に72%硫 酸50ccを20℃48時 間放置

後水を加へて約500ccと なし沸騰せしめた後坩堝

中に取 り混水で洗滌 した後乾燥秤量 し次に之を灰

化 し灰分を引去つた分を眞の リグニン分 として計

算した。

6. 纎 維 素

Heuser und Hang氏 方法により脱脂乾燥試料

約2瓦 を正確に秤量 してグーチ坩堝中に入れ水で

濕 し30分 鹽素化 し水で洗滌後1%苛 性 ソーダ

100ccで10分 間處理する。温浴の温度は70℃(以

下に保つ。之の操作 を繰返へし純白になれば0.1%

過マンガン酸 カリ及び亞硫酸水で漂白し恒量にな

る迄105℃ 恒温乾燥器中に放置し乾燥秤量する。

次に纎維素中の リグニンを前法により定量し兩者

の差を眞纎維素分 として脱脂乾燥試料に對する百

分率で表した。

7. ペントーザ ン

Tollens氏 等の常法により1～2瓦 の風乾試料

を100ccの12%鹽 酸と共に蒸溜し10分 間30cc

の蒸溜液を得る毎に30ccの 鹽酸を加へ360ccを

得れば醋酸 アニリン溶液で蒸溜液が呈色反應せぬ

事を確めて後40ccの フロログルシン溶液を加へ

て80～85° の湯浴上で1～11/2時間温める。冷却し

て沈澱を坩堝 中に集め冷水で洗滌乾燥秤量す。計

算によりペントーザ ンを出 した。

8. マンナン分

Schorger氏 法に より試料約10瓦 を比重1.025
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鹽 酸150cc 3時 間 半 逆流 冷 却 器 付 フ ラ ス コ中 で加

水分 解 後 濾 過 して濾 液 と洗 滌 液 合 せ て500ccと し

之 を蒸 發 して150ccと な し フ ェ ニール ・ヒ ドラヂ

ンを加 へ て一晝 夜 放置 し濾 過 して 水 、 ア セ トンで

洗滌 秤 量 し、 計算 に よ りマ ンナ ン を出 した 。

9. ガ ラ ク タ ン

同 じ くSchorger氏 法 に よ り試 料5瓦 を比 重1.15

硝 酸60ccを 加 へ約20ccに 蒸 發 す 。 温 浴 温 度 は

87℃ を越 えな い樣 に注 意 す る。

次 に温 湯 を加 へ て75ccと な し之 を濾 過 し洗 液

が無色になる迄洗滌 し之を蒸發 して約10ccと な

し數 日間放置し20ccの 冷水を加へて蓚酸をとか

し更に24時 間放置後之をグーチ坩堝にと り50cc

の水次に60ccの アルコール數囘エーテルで洗ひ

3時 間105℃ に乾燥秤量 し計算によりガラクタン

分を出した。

實 驗 値

以上の如 く各試驗につき2囘 以上行ひ相當誤差

の少いものの中から算術平均 した値を表示すれば

次の如 し。

考 察

灰分-No.6を 除いて其他は其の含有量は1%以

下である。暗赤樹色の方が灰分が少い。

樹脂-大 體2～10%の 間で不均一な値を示す。

ペントーザン-9～17%の 間の値を示す。

リグニン-31～44%の 間の値を示す。 暗赤色

樹材は其の含有量は高い。マンナン、ガラクタン

を含 ま ない 。

本 研 究 は谷 口工 業 奬 勵 會 の事 業 の 一 つ と して行

つ た もの で あ る。
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In this paper, the chemical compositions of •gUdonoki•h (Pisonia umbeldifera Nyct), from the 

Tenian Islands, under the Japanese mandatory administration in the South See, and •gTsuge•h (Japanese 

boxwood Buxus japonica Muell. Arg.), from Miyake Island, were determined.

Pisonia umbeldifera resembles in its appearence very much with Calpidia Nishimurae Rehd et 

Wils (•gUdonoki•h in the Bonin Islands) whose chemical compositions were determined by the author.

(81》


